
工事品質チェックシート 
 

家を建てる方へ 

 

このチェックシートは、家を建てる際に重要な工事品質をチェックするための資料で

す。 

 

建築会社を訪問する際に、これらの 11 項目について、工事写真や施工状況を確認して

ください。 

 

各項目ごとに、「NG（不適切な例）」と「OK（適切な例）」を写真で示しています。 

 

品質の良い工務店は、これらの項目すべてに対して、適切な施工写真と検査記録を提

示することができます。 

 

建築会社選びの重要な判断基準となります。 

  



1. 家の下の地面を、しっかり踏み固めているか 

 
 

 
  



2. コンクリートの中の鉄筋が、深いところに守られているか 

 
  



3. 基礎のコンクリートの厚さは足りているか 

 
 

 
  



4. 基礎の継ぎ目に、水や白蟻を防ぐ板があるか 

 
  



5. 建方の日、建物を雨から守るシートを掛けているか 

 
 

 
  



6. 職人さんを守る墜落防止ネットがあるか 

 
  



7. 骨組みの金物を、全部検査して写真に残しているか 

 
 

 
  



8. 窓（サッシ）下など外壁の雨漏れを防ぐ処理をしているか 

 
  



9. 外壁の通気部品を、全部取り付けているか 

 
  



10. 断熱材にすき間がないか、写真で証明できるか 

 
  



11. 見えなくなる重要な部分の検査 

 
 

 
  



○×品質集計表 
 

検討している建築会社の「工事品質」をチェックする  ○は安心できる現場  ×

は要注意の現場 

（チェック当日に写真が無ければ×。後日写真を提出してきた場合も×） 

 

№ 工事品質チェックシートの内容 A 社 B 社 C 社 D 社 E 社 

1 
家の下の地面を、しっかり踏み固めてい

るか 

     

2 
コンクリートの中の鉄筋が、深いところ

に守られているか 

     

3 
基礎のコンクリートの厚さは足りている

か 

     

4 
基礎の継ぎ目に、水や白蟻を防ぐ板があ

るか 

     

5 
建方の日、建物を雨から守るシートを掛

けているか 

     

6 職人さんを守る墜落防止ネットがあるか 
     

7 
骨組みの金物を、全部検査して写真に残

しているか 

     

8 
窓（サッシ）下など外壁の雨漏れを防ぐ

処理をしているか 

     

9 
外壁の通気部品を、全部取り付けている

か 

     

10 
断熱材にすき間がないか、写真で証明で

きるか 

     

11 見えなくなる重要な部分の検査 
     

〇の合計数 
     

 

  



 

 
  



工事品質優良工務店認定制度 
 

制度概要 

社）日本 CS 機構が年１回指導している建築会社の「検査報告書（検査合格写真約４

００枚）」と「工事現場」を２日間かけて審査を行い、審査項目６５項目に合格した建

築会社を「工事品質優良工務店」として認定する制度です。 

１年ごと更新審査（２日）を行い認定の合否を、社）日本 CS 機構のホームページで

公開します。 

 

このホームページで公開したチェックシートの 11 項目は、工事品質優良工務店認定制

度の最も重要な基準となっています。 

 

認定工務店の特徴 

・施工業者は、「検査（品質）基準」５２４項目に基づき工事をしている。 

・建築会社の現場監督は、「検査（品質）基準」５２４項目に基づき、工種毎の「検査

チェックシート」で検査をしている。 

・見えなくなる重要な部分の工事項目について、検査に合格した写真約４００枚保管

し、建主に「検査報告書」としてまとめ提出している 

 

この制度は２０２４年１月に始まった制度で、現在認定された建築会社は４社、現在

取組み中の建築会社は１０社です。 

１０年後には人口５０万人当たり１社、全国に２００社育成すること目指し取り組ん

でいます。 

 

 

２０２６年８月１日 

一般社団法人 日本中小建設業 CS 経営支援機構 

代表理事 本多民治 

 


